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「共に学び、そして実践しよう」

本日の例会

全員クラブ協議会

次回の例会

卓話 米山奨学生

朴 信喜 奨学生

２０１７～１８年度ＲＩテーマ

【第２１９２回例会週報】２０１７年９月２７日（水） 司会 原田 友義 SAA会場運営委員

点 鐘 波多野 晃夫 会長 会務報告 波多野 晃夫 会長

斉 唱

奉仕の理想
ソングリーダー
比留間 一義 会員

来客紹介

〇山田 義高 様
（武蔵村山市文化振興課長・卓話講師）

出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 25名 90.32% な し

〇クラブ職業奉仕委員長会議
・11月21日（火）16:00～17:00会議
・ロイヤルパークホテル
＊職業奉仕委員長始め、会長、幹事、クラブ会
員の参加を

〇2016～17年度ロータリー財
団補助金の監査報告書を頂き
ました。

幹事報告 新海 正人 幹事

〇ロータリーレート（10月）
1ドル112円（現行109円）

〇多摩分区ＩＭについてのお願い
・11月14日（火）
・フォレストイン昭和館
＊登録申込書を回覧致しますので○×の記入を
お願い致します。

〇例会臨時変更
・東京葛飾東ＲＣ
10月11日（水）→夜間例会「米寿を祝う会」

〇事前メーキャップ
藤野 豊 会員（東京秋川ＲＣ）
嶋田 哲男 会員（若手の会・青梅ＲＣ）
比留間 孝司 会員（地区米山）

〇出席免除会員
比留間 市郎 会員
榎本 昭 会員
宮崎 恒夫 会員



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ンサ ー クラ ブ 東京立川ロータリークラブ
◎会 長 波多野 晃夫 ◎ 幹 事 新海 正人 ○ 副会長 倉内 淳 ○ 副幹事 比留間 一義
□ クラブ会報委員長 田代 和也 副委員長 篠原 幸宏 委 員 堀田 弘一郎 宮﨑 正巳 金井 一三 遠田 努

☆波多野晃夫会長・新海正人幹事⇒山田義高様、本日は昨

日に続き、卓話をしていただきます。
この度も宜しくお願い致します。

☆宮﨑茂夫会員⇒山田先生ありがとうございます。
私の会長の時以来二回目の卓話ですね。「絵はがきから

見る、村山・山口貯水池」の話よろしくお願いします。
☆田中伸彦会員⇒山田さんようこそいらっしゃいました。
卓話宜しくお願いします。

◆ 今回計 １０,０００円
累 計 ４１６,０００円

ニコニコＢＯＸ （佐藤 貢 親睦委員 ）

プロフィール：

昭和34年生まれ
早稲田大学教育学部を卒業後、武蔵村山市役
所に就職。
現在、武蔵村山市教育委員会文化振興課長
産業振興課、防災課を経て、主として社会教
育部門で活躍する。

卓 話

山田 義高 様

「絵はがきから見る

村山・山口貯水池周辺の観光地化」

周辺の状況として、昭和3年に多摩湖鉄道が設
立され、同年に現在の掬水亭辺りに村山ホテ
ル開業された。翌年には武蔵野鉄道（西所沢
―村山公園）間開業に至る。（現在の西武池
袋線）
さらに昭和5年には、多摩湖鉄道（萩山―村山
貯水池）間開業（現在の西武国分寺線）に至
り、観光地化が進み観光客が増え、鉄道の整
備も加速していった。
昭和8年に、狭山富士が完成し、昭和10年には、
服部時計店の服部金太郎の遺族から桜の木、
1万本が寄贈され村山下貯水池畔に植樹され現
在も親しまれている。
昭和12年に当時の東京市狭山公園が開園し、
その後多摩湖鉄道、武蔵野鉄道に合併。
戦後には、西武鉄道、武蔵野鉄道に合併し西
武農業鉄道となる。のちの西武鉄道になる。
昭和25年に東村山文化園開園（のちの西武園）、
村山競輪（のちの西武園競輪）、ユネスコ村
の開設、昭和34年には、狭山スキー場が開園
し、昭和54年には、西武ライオンズ球場が開
業した。

ただ貯水池を作るためだけではなく、それに
よって周辺の施設の整備、鉄道の整備を行う
ことで、集客を呼び、さらには移住し生活が
生まれ、そして村山の歴史が生まれた。

武蔵村山市教育委員会文化振興課長の山田と
申します。

本日でロータリークラブでの卓話は、3回目と
なります。
前回は村山の歴史、自転車道の話をさせて頂
きました。
市内の進藤種やさんの紹介で、絵はがきを参
考に多摩地区の歴史を紹介する「多摩のあゆ
み」の冊子を作らせていただきました。

当時の東京市（東京都）が村山貯水池の水源
を守るため、周辺を公園化し整備を行って観
光地化を進めた。
その後、鉄道ができそれによってさらに観光
地化が進んで行きました。

明治45年に内務省の元、村山貯水池の採用案
が採用された。
当時は、秋川案の2つがあったが、村山貯水池
が採用されることになった。
大正5年に下堰堤から工事が開始され、翌年に
は上堰堤の工事が開始された。その間、関東
大震災があったが昭和2年に村山貯水池が完成
する。
山口貯水池に至っては、大正15年に当時の東
京市の5ヶ年継続事業として採用され、昭和5
年に堰堤作業が開始され、9年に竣工式が行わ
れた。


